
所在地　福岡県福岡市／建築主　社会福祉法人福岡ひかり福祉会／施工　建築：山川工務店　電気：杉山電設　機械：豊栄設備／敷地面積　2,538㎡／延床面積　580㎡／構造・規模　W
造　平屋／竣工　2015 年／撮影　河野博之

所在地　福岡県福岡市／建築主　NPO みんなのプロジェクト／施工　山口工務店／敷地面積　365㎡／延床面積　133㎡／構造・規模　W 造　平屋／竣工　2021 年

風ひかり作業所

社会福祉法人が運営する二つの障害者就労支援作業所を統合移転したもので、建物の安全性や室内環
境、ならびに仲間（利用者）の精神面への影響が課題となった。建物の中に籠るように作業をしていたこれま
での環境から自然豊かな地へと生活環境も一変する。この立地を活かし、各部屋からは山や田園を望みな
がら作業を行ない、休憩時間にはテラスや食堂で、風や山 の々緑を感じながら過ごすことができる。
内部には杉板を多用し、仲間の転倒や衝突による怪我の防止や緩和に、さらには空気の調湿、断熱性、防
音性などの室内環境向上に、また視覚や嗅覚、触覚を通して得られる精神の安定効果にも期待した。
日頃より市民生活との接点の少ない障害者支援施設が、近くを通る多くの通過車両の目に留まるよう、棟の
配置をあえて南北軸に据えた。不利となる朝夕の日差しは、庇の深さと窓開口の位置形状を検討して対処し
た。仲間の手による商品ＰＲ用ののぼりや看板が、通過交通から良く見えるのは効果的であった。

白鳩保育園

はたけの家

建物の老朽化と定員増に伴う園舎の建
て替え事業である。当園は近接の九州
大学移転（転出）後、急速に市街地の再
編が進む地区にある。集合住宅の増加
に伴い、保育所のニーズも高まっている。
敷地は狭隘かつ不整形である上に周囲
をマンションに囲まれている。仮園舎の
適地も見当たらず、現園庭の限られたス
ペースへの建設を余儀なくされた。その
ため、保育現場からの要請、関係法令
のクリアにとどまらず、基本計画時点より
工事動線計画の必要にも迫られた。結
果、工事の手順が建築計画にも影響す
るかたちとなり、その意味では全体がリ
ジッドで遊びのない計画となった。周辺
の住宅への騒音対策、見下ろしとなる
視線制御など市街地ならではの課題を
クリアしながらも、西日対策の木製ルー
バーを個性的にデザインして地域の景
観へ貢献できたのではないかと思う。

24時間の医療ケアが必要な３人を含む重度の障害をもつ35～27歳の男女４人が住む家である。事業主体は住人のひとりの女性が代表するNPO法人、その父親Ｍさん
が実質の運営者である。彼らの暮らしは常に家族介護がベースで成立している。日中は通所施設を利用するも家族の負担は大きく、介護者である親の高齢化と共にここに
も親なき後の課題がある。
建物はＭさん所有の築後45年を経る木造平屋住居。これをNPOが借家して運営する。制度利用の魅力はあるがさまざまな制約の面からあえて「施設」を選択しなかった。
増改築が繰り返されたこの建物は構造が複雑で、計画段階より大工と協議をしながら進めた。このプロジェクトの根幹は「地域の支援」とその「継続のしくみづくり」にある。Ｍさ
んはこの事業の始動に際し、小さな催しを企画し、地域の人たちを含め60人が集まり賑わった。その中の近隣住人数人が世話人として日中食事の支援に訪れるようになる。
建物中央に位置するLDKが、住人4人とそれぞれをサポートするヘルパー、看護師、世話人と家族の団らんの場となっている。この場に関わる人たちが自然と語らい食事を
共にするなど、4人の若者を中心とした大家族という雰囲気ができはじめている。所属の異なるヘルパーや看護師たちの情報交換の場、ケアの人材を育てる場ともなってい
る。重い障害をもつ人が地域で持続的に暮らすひとつの形、親なき後への安心につながる可能性を感じさせる。

１　東側全景
2　玄関ホール
３　食堂
４　石鹸製造室

１　正面外観　２　居間での団らん　３　玄関
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５　トイレ・シャワー室
６　洗面コーナー
７　広場まわり

所在地　福岡県福岡市／建築主　社会福祉法人福育会／施工　建築：中野建設　電気：光和電設　機械：九州三冷工業／敷地面積　1,295㎡／延床面積　1,063㎡／構造・規模　S 造　地上
3 階／竣工 2023 年／撮影　河野博之

１　全景（夕景）
２　道路側外観
３　保育室
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